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～確かな未来をつかむための情勢分析マガジン（2013 年 1 月 4 日号）～ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

～結局「2 ヶ月間先伸ばし」になったというわけです。そこから先が問題です！～ 

 

【本日のポイント】 

●欧州勢における“デフォルト（国家債務不履行）”リスクの極大化により、  

 アジア勢のユーロ保有率が激減しているとの情報あり。円高への再反転がカギ 

 

●米系“インターネット系企業”の雄が北朝鮮勢への接近を“喧伝”し始めた 

 感あり。「情報」と「経済」をキーワードとした米朝関係の転換に要注視 

 

●アルゼンチン勢が英国勢との間で「フォークランド（マルヴィナス）諸島」 

 問題に関する協議を提案したとの情報あり。来る 2 月末の“デフォルト”ショックがカギ 

 

●第 2 次安倍晋三政権によって取りまとめられている今年度（2012 年度）補正  

 予算案の概要がリークされる展開。来る 2 月末から 3 月にかけての“ショック”がカギ 
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● （本文）日本と世界の最新情勢分析 ～“潮目”の予兆を探る～ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

《ご注意》 

昨年 7 月 23 日よりパラメーター番号は、去る 21 日に公表しました 2012 年度夏・予測 

分析シナリオ「Nichi-Rin」に依拠したものとなっております。ご注意頂くと共に、 

こちらからご購入頂ければ幸いに存じます： 

（申し込み URL: http://haradatakeo.com/text/sc.html） 

 

●欧州勢における“デフォルト（国家債務不履行）”リスクの極大化により、  

 アジア勢のユーロ保有率が激減しているとの情報あり。円高への再反転がカギ 

 （パラメーター番号：パラメーター53、54） 

 （重要度：★★★★） 

―欧州勢における“デフォルト（国家債務不履行）”リスクの極大化を受けて、 

 アジア勢の外貨準備における「ユーロ」の保有率が激減している旨、英国勢が 

 “喧伝”する展開。具体的には、去る 2002 年頃の水準まで下がってきており、 

 国際基軸通貨としての米ドルの地位をユーロが脅かす可能性は減ってきている 

 由： 

（参考： 

http://www.telegraph.co.uk/finance/financialcrisis/9778899/Europes-dream-of-toppling-dol

lar-fades-as-Asian-Tigers-dump-euro.html） 

―ポイントは、米欧勢が今次金融メルトダウンを通じて画策しているのは事態の 

 収拾ではなく、混乱の継続と拡大を通じた世界史の刷新である可能性が極めて 

 高い点。こうした戦略がグローバル・マクロ（国際的な資金循環）との関係で 

 どういった狙いを持っているのかが重要であることをまずは想起すべき。 

―この文脈で重要なのは、目先はユーロからアジア勢を離れさせることにより、 

 アジア勢に他の主たる通貨、とりわけ米ドルと日本円へのシフトを促す動きを 

 欧州勢が見せている点。その上で米国勢が何らかのショックに見舞われること 

 になれば、一気に日本勢、すなわち「日本円」へと資本の逃避（キャピタル・ 

 フライト）が生じるのは必至であるものと分析。それに先んじて欧州勢が 

 日本マーケットにマネーを注入していた場合、これにより裨益するのは 

 欧州勢となるのであって、かねてよりスイス勢を中心に去る 2008 年頃より 

 日本マーケットにおけるポジションが高い兆しにあったことを念頭に置きつつ、 

 引き続き事態の推移を注視すべき展開。 

 

 



●米系“インターネット系企業”の雄が北朝鮮勢への接近を“喧伝”し始めた 

 感あり。「情報」と「経済」をキーワードとした米朝関係の転換に要注視 

 （パラメーター番号：パラメーター22） 

 （重要度：★★★★） 

―米系“インターネット系企業”の雄であるグーグル社のエリック・シュミット 

 会長が近々、北朝鮮勢を訪問することを企図しているとの情報あり。具体的 

 には、米国務省サイドは「米国勢にとって有益ではない」とのコメントを 

 出している由： 

（参考： http://sankei.jp.msn.com/world/news/130104/amr13010408560002-n1.htm） 

―ポイントは、今次金融メルトダウンがもたらす世界史の刷新により、最も 

 裨益する諸国勢の一つが北朝鮮勢である可能性が濃厚であるという点。北朝鮮 

 勢もそのことを十分認識しつつ、行動している可能性が高いことをまずは想起 

 すべき。 

―この文脈で重要なのは、北朝鮮勢はグーグル社に対して研修ミッションを既に 

 出していた経緯があるという点。とりわけ米軍においては「情報と経済」を 

 切り口に北朝鮮勢への浸透を図るべしとの声が昨年（2012 年）秋より高まって 

 来ていた点がカギ。あり得べき春先のショックの後、北朝鮮勢がその地位を 

 格段に国際社会の中で向上させる可能性が益々高まっていることを念頭に 

 置きつつ、引き続き事態の推移を注視すべき展開。 

 

 

●アルゼンチン勢が英国勢との間で「フォークランド（マルヴィナス）諸島」 

 問題に関する協議を提案したとの情報あり。来る 2 月末の“デフォルト”ショックがカギ 

 （パラメーター番号：パラメーター37） 

 （重要度：★★★★） 

― 去る 2 日（ブエノスアイレス時間）、アルゼンチン勢のキルチュネル大統領が 

 記者団との会見に応じたとの情報あり。具体的には、英国勢との間で懸案と 

 なっているフォークランド（マルヴィナス）諸島に関し、領有権に関する 

 協議の実施を提案する旨述べた由： 

（参考： 

http://www.buenosairesherald.com/article/120752/cfk-urges-cameron-to-open-malvinas-islan

ds-sovereignty-talks） 

―ポイントは、米欧勢が今次金融メルトダウンを通じて画策しているのが事態の 

 収拾ではなく、混乱の継続と拡大を通じた世界史の刷新である可能性が濃厚 

 である点。そのために究極において用いられるのがアルゼンチン勢の“デフォルト 

 （国家債務不履行）”リスクであることをまずは想起すべき。 

―この文脈で重要なのは、来る 2 月 27 日（米東部時間）に再開される米国勢 

 の裁判所における公判の結果如何では、去る 2002 年に“デフォルト（国家 

 債務不履行）”となったアルゼンチン国債を巡る紛争が再燃する可能性が高い 

 点。このことを見越して、キルチュネル大統領は国内の引き締めを図るべく、 

 対外的な脅威を“演出”し始めている可能性大。結果としてアルゼンチン勢から 

 資本の逃避（キャピタル・フライト）が生じた場合、米国勢とイタリア勢に 

 飛び火し得ることを念頭に置きつつ、引き続き事態の推移を注視すべき展開。 

 

 

●第 2 次安倍晋三政権によって取りまとめられている今年度（2012 年度）補正  

 予算案の概要がリークされる展開。来る 2 月末から 3 月にかけての“ショック”がカギ 

 （パラメーター番号：パラメーター73） 

 （重要度：★★★） 

―第 2 次安倍晋三政権の成立に伴い、財務省がとりまとめて今年度（2012 年度） 

 補正予算案の重点項目がリークされ始めたとの情報あり。具体的には、 

 「電柱地中化」や「全国防災事業」、そして「EV 導入促進」等が柱として 

 掲げられている由： 

（参考： http://www.asahi.com/politics/update/1230/TKY201212290717.html） 

―ポイントは「環境保全」を名目としつつ公共工事を大規模に行い、同時に  

 「次世代自動車」を理由に自動車セクターへのテコ入れを行うといった 

 抜本的な措置を第 2 次安倍晋三政権が講じ始めている点。マーケットの 

 “猛者”たちの間ではこうした第 2 次安倍晋三政権の「決意」ある政策態度が 



 最低でも 2 年間は続く可能性が高いと“流布”され始めていることを 

 まずは認識すべき。 

―この文脈で重要なのは、国際環境を見ると地政学リスクも含め来る 2 月末から 

3 月頭にあらかじめ集中し始めている点。日本勢においては正にこの補正予算案 

を巡る審議が山場を迎えるタイミングに合致する点がカギ。日本勢においても  

そうしたリスクの“炸裂”により「崩落」が生じるものの、これをカヴァーすべく、 

更なる財政出動と金融政策の展開が見られることにより「日本バブル」が確定的 

となることを米欧勢が見越している可能性が高い点を念頭に置きつつ、引き続き 

事態の推移を注視すべき展開。 
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● 編集後記 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

新年明けましておめでとうございます。 

本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

さて。 

早速ですが「この年末年始にあるリスクがどのように処理されるのかが 

中期的には大きな意味合いを持ってくる」との分析を昨年（2012 年）末に 

ご提示致しました。 

 

結果からいうと、以下のとおりとなりました： 

―米国勢におけるいわゆる「財政の崖」を巡る議論は、増税を先行させ、 

 財政支出の大幅な削減は 2 カ月先に行うという玉虫色の解決となりました。 

 結果としては「全てが 2 カ月先に決まる」という状況になっています。 

―他方で地政学リスクの“炸裂”については、シリア勢を巡って状況は 

 緊迫しているものの「開戦」とは“喧伝”されていません。また、イラン勢  

 を巡っても米国勢とのハイレヴェルでの極秘交渉が伝えられているものの 

 「妥結」は“喧伝”されておらず、イスラエル勢もローキーでの対応に 

 終始しています。 

 

Hummm… 

 

率直にいって「全てが 2 カ月先」に先送りされたことには重大な意味がある 

と考えるべきです。特に米国勢が前者の動きを見せることにより、日本勢 

による「円安誘導」を事実上認めることになった点が重要です。これに 

よって日本マーケットは目先の株高が明らかに生じています。 

 

しかしだからこそ、短期的にはエア・ポケットになったこの 2 カ月における 

上昇局面を享受しつつ、中期的、すなわち今年（2013 年）の春以降の 

展開可能性を、眼を凝らして見つめる必要があるというわけなのです。そして 

その間にいわば「断層」とでも言うべきものがあることも注視しておく必要が 

あります。つまりは一連のリスクが連続して“炸裂”することによる、マーケット 

の崩落、とりわけ急激な円高局面への再突入という“演出”です。 

 

いずれにせよ、日本勢以外は「このままでは済まない」という冷静な認識 

を持ち続けることが必要です。そして「日本バブル」とはイコール、「日本勢 

VS それ以外の全ての勢力」の戦いが始まったことを意味しているのも忘れては 

なりません。 

 

さて、どうなりますか・・・。 

年初から緊張する日々が・・・続きます。 

 

 

編集人・原田武夫 
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